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神奈川県緊急財政対策案に
もの申す！！

県民や現場の声を無視した行政サービス切捨ては絶対許さない！
中小企業の育成・産業の活性化を低下させる見直しでは、「成長のエンジン」は回せない

9月27日、緊急財政対策本部は、有識者で構成された「調査会」の最終意見を受け、「神奈川県緊急財政対策案」（以下、対策案）を発表しました。その内容は、①県有施設の見直し、②県単補助金・負担金の見直し、③人件費の抑制、④公共建築工事の積算方法の見直し等となっています。また、取組みの「３つの基本スタンス」が示されています。


産業技術センターの独法化反対！

対策案では、県有施設（出先機関）の見直しの中に、産業技術センターの「地方独立行政法人への移行や一部業務の移譲を検討」と記載されています。

県は戦前から県内の産業、特に中小企業の振興に寄与するため、工業試験所等の支援機関を設置してきましたが、その機能の強化と活性化を図るため、1995年に工業試験所等4機関を統合し、現在の産業技術センターが設置されました。

こうして産業技術センターは、県内中小企業を中心とする産業界から、技術開発パートナーとして厚い信頼を寄せられる中核機関をめざして、所属長以下、職員が一丸となってがんばってきました。
今回の対策案を踏まえて組織の見直しをすることは、県内の中小企業の振興について、県が直接、積極的に関わっていくことを放棄することになります。
県民や現場職員の声をきちんと聴いたうえで、県としての役割をあらためて考えるできです。

神奈川科学技術アカデミー（KAST）の

補助金を守れ！

対策案では、「特に重点的に見直しを検討する補助金」として、神奈川科学技術アカデミー事業費補助金があげられています。

しかし、神奈川科学技術アカデミー（KAST）は、県の科学技術政策と産業振興政策を具体化する産学公連携機関として、先端的かつ高度な科学技術分野における研究、人材の育成、地域の中小企業の研究開発等をめざすとともに、地域経済の活性化や生活の質の向上に貢献しています。

ノーベル賞候補者となっている東京理科大学学長の藤嶋昭氏は、「光触媒」の発見者で同技術の向上に係る国家プロジェクトの牽引者、現在でもKASTの「光触媒」グループの重点研究室長です。

また、世界最先端のナノ・マイクロ技術分野の研究で人材育成を進めるため、複数の大学が連携し、KASTが開発したシステムを利用、インターネットを通じた遠隔講義を始めたとの報道がされました。
もし、この補助金がカットとされると、こういった重要な研究ができなくなり、我々の生活の質の向上にとっても大きな損失になります。
こうした職員の日々の努力の結果、メディアからも注目され、新事業へも進出している組織への補助金を切り捨てることは断じて許されません。

自治労県職労の見解

対策案に記載されている県有施設や補助金の見直しの中には、このほかにも、本来県が守らなくてはならないもの、県でなくてはできないものが多数あります。

県内中小企業の育成や産業の活性化を低下させる見直しによって、知事の「成長のエンジンを回していく」という計画が実現できるとは思えません。

自治労県職労は、県民や現場の声を無視した見直しに断固として反対します！
神奈川県緊急財政対策案に対する県労連声明

県緊急財政対策本部は９月27日、有識者で構成された調査会からの最終意見を受け、その対策案を公表した。

その内容は、2年間で1,600億円の財源不足を推計し、県有施設、補助金・負担金、人件費などに聖域を設けず徹底的に見直しをかけるものとなっている。

確かに、県の財政状況は厳しさが増しており、国借金の肩代わりである臨時財政対策債の発行など、財政制度上の問題により公債費は増大し、財政秩序の面からは看過できない状況にある。しかし、神奈川県の財政水準は、構造こそ硬直化しているものの、首都圏型の特徴である県税収入の割合も高く、全国の都道府県を見ても財政力はトップレベルといえる。

神奈川県における財政危機の根源は、国と地方との税財源配分や地方交付税制度、地方税制など税財政制度上・構造上の問題にある。よって、国への働きかけを行い、早急に税財政構造を改革することが、財政危機からの真の脱却方法であるが、この問題に対し、施設ごとの大幅な切り捨てや補助金の凍結・廃止、職員給与の切り下げなど、県民や職員の負担に偏重することは、問題の解決にはつながらない。

県労連は、これまでの財政危機の際にも、「県民サービスを極力低下させない」ことを基本に、目標を示した計画の下で職員給与を引き下げる緊急的な「協力」を決断してきた。

ところが、今回の対策案では「県民サービスに影響を及ぼす取組みであることから、職員に相応の負担を求める」としており、公務員の給与決定システムを無視した、一方的かつ不誠実な対応であると指摘せざるを得ない。

公務員給与の水準は、財政の良悪を理由にすることなく、中立的第三者機関が示す公民格差を尊重して決定されることは論を挟まない。よって今回のように、対策案文の記述において、あたかも県財政の悪化などによって「自動的」にその負担を余儀なくされるようなことは断じてあってはならない。

県労連は、今回の対策案が、県民や市町村との間で十分な対話と議論が行われた結果、福祉や教育などの県民サービスに影響を及ぼさないように再検討され、緊急財政対策の取り組みが、県と県民が一体になって進められることを強く求める。

職員給与の減額は、県民サービスを守るための最終的な手段として、緊急的かつ臨時的な「協力」として示されなければならず、合理的な理由の提示を前提に、2012県労連賃金確定闘争において、労使間の自主交渉・自主決着によって決めるべきであるという立場を貫き、全力で取り組む決意を表明する。

2012年9月27日

神奈川県職員労働組合連合協議会（県労連）


10月1日、県労連は21,322筆に達した要求実現署名を、県人事委員会に手交しました。また、9月27日に提出した勧告期の要求書の内容について、あらためてポイントを伝えるとともに、職場からの具体的な声を届けるため、各単組の組合員が代表として発言を行いました。

自治労県職労発言内容（要旨）

人事院は、55歳を超える職員の昇給抑制や昇格制度の見直しを8月に勧告した。別途進めようとしている退職手当の削減ともあわせて、高齢層職員の生活に重大な影響をもたらす内容である。現在の50歳台後半にかかる職員は、若い頃は低賃金だったが、一生懸命働き続けてきた。生涯賃金としてトータルで見てほしい。本人には何の落ち度もないにもかかわらず、コツコツと働いても賃金があがっていかない。職員の士気、その結果としての県民サービスへの影響などを考えていただき、懸命な判断をお願いしたい。

採用１、２年目で辞める職員や採用試験合格者の中に辞退者もいると聞く。キャリアを積んだベテランの職員が、県庁の仕事や県民サービスのノウハウを若手の職員に伝えていくことは大変重要であると考えている。公務職場への人材確保の観点から採用時の初任給の改善を図るべきだ。

大幅な人員削減が続く中、恒常的な長時間・過重労働によって職員は疲弊している。業務量の削減が進まず、必要な人員も配置されていない。残業しても仕事が終わらず、土日に出勤をしたり、その結果、メンタル不全も多発している。時間外勤務の縮減は喫緊の課題である。人事委員会は是正勧告をはじめとした実効性のある具体的な超過勤務削減策を知事に対して提言すべきである。

大幅な人員削減の中で、多くの臨任・非常勤職員は、職場で重要な業務の担い手となっている。一方で、その賃金・労働条件は常勤職員と大きな格差がある。また、毎年、雇用不安を抱えながらも懸命に働いている。公務が率先して「均等待遇の原則」を確立し、非正規労働者の安定雇用と労働条件改善を実践すべきだ。
臨時・非常勤等職員の均等待遇と

雇用安定を求める決起集会
○日　時：10月28日（日）13時～17時

○会　場：JA共済ビルカンファレンスホール
地下鉄「永田町駅」下車徒歩5分

○内容

★臨時・非常勤職員の賃金・労働条件調査報告

★講演：「非常勤の手当支給に関する裁判例」
※　参加ご希望の方は、組合事務所まで







































県労連　人事委員会署名提出・支部代交渉


２１,３２２筆の要求実現署名と組合員から切実な声！





(1)聖域を設けずに、ゼロベースから徹底的な


見直しを行う。


(2)県民サービスに影響を及ぼす取組みである


　ことから、職員に相応の負担を求める。


(3)県民・企業・団体・市町村との危機感共有に努め、関係者の理解・協力を得ながら取組みを進める。




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































